


　創
立
70
周
年
を
迎
え
、
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
山
形

市
農
協
は
昭
和
23
年
４
月
12
日
付
で
山
形

県
よ
り
設
立
認
可（
農
協
第
35
号
）を
受
け
、

同
年
８
月
15
日
に
山
形
市
農
業
会
よ
り
資

産
の
譲
渡
を
受
け
て
発
足
し
ま
し
た
。
創

立
以
来
一
度
も
合
併
せ
ず
、
時
代
と
と
も

に
常
に
自
己
改
革
を
実
施
し
、
相
互
扶
助

に
基
づ
く
自
主
自
立
の
協
同
組
合
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
事
業
を
展
開
し
、

70
周
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
役

職
員
を
代
表
し
て
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
の
１
月
に
申
請
し
て
お
り

ま
し
た「
山
形
セ
ル
リ
ー
」の
地
理
的
表
示
・

Ｇ
Ｉ
の
登
録
が
４
月
９
日
に
第
62
号
と
し

て
認
定
さ
れ
、
４
月
11
日
に
は
農
水
省
に

て
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
70
周
年
の

節
目
に
記
念
す
べ
き
出
来
事
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
山
形
市
農
協
自
体
を

　

ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
く
、
役
職
員
一
同
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
協
同
組
合
の
理
念
で
あ
り
ま

す
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一

人
の
た
め
に
」
の
相
互
扶
助
精
神
に
基
づ

き
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
協
同
組
合
」
の
確
立
と
21
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、

先
人
が
築
き
上
げ
た
山
形
市
農
協
を
更
に

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
協
同
の
成
果

を
実
現
す
る
た
め
に
、
組
合
員
・
利
用
者

の
お
役
に
た
て
る
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
提
供
し
、
ひ
た
む
き
に
農
協
の
使
命
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
山
形
市
農

協
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　大
山

　敏
弘

昭和22年 8月28日　　山形市農業会役員と農民組合幹部との、農業協同組合についての座談会を農業会北部支所において開催。
　　　　12月 27日　   市農業会役員全員、農業会北部支所において役員会を開催し、農業会解散事務、解散準備総会の開催など、
　　　　　　　　　　　万般遺漏なきよう万全を尽くすことを確認。
昭和23年 2月27日     　第一回設立発起人会を農業会北部支所にて開催して、設立目論見書と事業予定計画、設立準備会等に
　　　　　　　　　　　ついて協議。発起人代表大沼小作氏（三日町）
　　　　　3月 3日　　設立準備会を山形市会議事所にて 483名出席で開催し、定款作成委員を選任し、設立目論見書を審議。
　　　　　　　　　　　議長大沼小作氏　副議長木村庄之助氏
　　　　  3月 14日　　第二回設立発起人会を開催し、定款作成委員会から提出された定款案、事業計画書案等、
　　　　　　　　　　　創立総会準備の一切を完了。
　　　　 3月 25日　　山形市農業協同組合の創立総会を正組合員総数 720名、出席者 666名（うち委任状出席 43名）で
　　　　　　　　　　　山形市立第四小学校講堂にて朝 9時より開催。
                                                         議長 大沼小作氏　副議長 中村元由氏　議事録署名人 高木好太郎氏 長橋儀三郎氏
                                                         決議事項　第一号　定款承認の件
                                                         第二号　事業計画書承認の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第三号　昭和 23年度経費の賦課徴収の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第四号　昭和 23年度における組合員に対してなす貸付最高限度額 50万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一組合員に対してなす貸付額の最高限度額 5万円）とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第五号　昭和 23年度内における本組合の借入額の最高限度を金 100万円とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第六号　組合員の農業会の出資金は農業協同組合の増資口数とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第七号　定款の軽易なる字句の修正は、定款作成委員会に一任する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第八号　国民貯蓄組合を組織する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　              以上の議案全部、原案どおり可決。

                                          続いて役員選挙が行われ、同日午後 7時開票の結果諸氏が当選した。
　　　　　　　　　　　　              理   事　斎藤金雄　　国井長治　　五十嵐栄助　山口和吉　尾関芳男　五十嵐勇祐
　　　　　　　　　　　　　　　                 佐藤清三郎　佐藤久太郎　細川栄一郎
　　　　　　　　　　　　              監   事　鈴木喜三郎　木村庄之助　尾形金一
　　　　  4月 12日付　山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第 35号）
　　　　  4月 14日　　第一回理事会開催　初代組合長山口和吉氏を選任する。
 　　　　　　　　　　  この理事会において、設立発起人代表大沼小作氏は、新組合長山口和吉氏に、
　　　　　　　　　　　農協設立に関する一切の業務の引き継ぎを行った。
　　　　  4月 27日　　山形市農業協同組合設立登記

設立発起人会から創立総会を経て発足まで

1.会場および日時         昭和 23年 7月 20日午後 2時より蚕糸業会館において。
2.正組合員総数　         738名中出席人数 458名
3.議      長　                 山口和吉氏
4.議事録署名人　         中村元由氏　結城英一氏
5.議      事
                 議案 1号　   定款一部変更の件（決定）
                                      1. 出資金口数 5口以上を 1口以上に訂正
                                       2. 出資一口の金額は金 100円とし全額一時払込みとする。
                  議案 2号　  収支予定計画一部変更の件（決定）
                  議案 3号　  賦課金徴収時期決定の件（8月、12月の二期徴収に決定）
                  議案 4号　  支所設置の件（市役所内指導部は中部事務所、北部支所を北部事務所と名称替決定）
                  議案 10号　規約設定の件（決定）
                  議案 13号　貯蓄組合規約審議の件（決定）
                  議案 15号　部落任意組合結成の件
                                      （農業会が法律で 8月14日を以て解散となる為、農事実行組合も 8月14日を
                                      以て解消になるので、それに替るべき部落組合を結成して、その名称をいかに
                                      すべきかについて議論のすえ、何々町何々実行組合とすることに決定。）

50
年
前
の
創
立
20
周
年
記
念
誌

「
山
形
市
農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
、

発
刊
に
あ
た
り

　
本
組
合
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
山
形
市

農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
公
布
さ
れ
、
翌

年
の
八
月
十
五
日
、
わ
が
農
協
が
発
足
し
て
二
十
カ
年
を
経
過
し

ま
し
た
。

　
発
足
が
終
戦
直
後
の
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
不
安
な
時
代

で
あ
っ
た
だ
け
に
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
村

の
経
済
の
民
主
化
を
実
現
す
る
と
い
う
使
命
に
も
え
て
、
組
合
員

と
役
職
員
が
一
体
に
な
っ
て
、
協
力
さ
れ
た
賜
物
と
し
て
、
都
市

農
協
と
し
て
名
実
共
に
県
下
に
名
を
成
す
ま
で
の
基
礎
の
確
立
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
立
派
な
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
の
施
設
は
、
時
代
に
即
応
し
て
多

く
の
事
業
が
農
協
運
動
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
役
割
は
大
き
く
、

成
果
も
ま
た
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
農
協

の
発
展
と
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
重
要
な
段
階
を
迎
え
、
我
々
は
、

組
合
員
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
と
い
う
責
務
の
重
大
性
を

痛
感
し
、
進
む
べ
き
道
の
方
途
に
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
て
邁
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
こ
に
二
十
年
の
歴
史
を
忍
び
顧
み
る
こ
と
も
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
、
今
後
の
飛
躍
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
、
事
業
推
進
に
身
を
挺
し
寝
食
を
忘
れ
て
活
動
さ
れ
た
関

係
各
位
と
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
発

刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
長
理
事
　
山
口 

和
吉

山形市農協が、創立総会を開き、山口組合長をトップとする役員を選任したが、問題は、新農協が実質的に事務的に
いかに事業をどの時点で実施してゆくか、という点であった。一方で、農業会がそのまま農協に移行することは、
農協の意識からも法の立前からもあり得ないが、しかし例えば信用事業という日常業務からして、いかにスムーズに
農業会から農協に移行するかという事務処理上の問題で、理事者は頭を悩ましたのである。
かくて、山形市農協は、山形市農業会より資産の譲渡を受け、みずみずしい抱負と決意に満ちて発足したのは
昭和 23年8月15日であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      　（山形市農協二十年の歩み　より抜粋）
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　敏
弘

昭和22年 8月28日　　山形市農業会役員と農民組合幹部との、農業協同組合についての座談会を農業会北部支所において開催。
　　　　12月 27日　   市農業会役員全員、農業会北部支所において役員会を開催し、農業会解散事務、解散準備総会の開催など、
　　　　　　　　　　　万般遺漏なきよう万全を尽くすことを確認。
昭和23年 2月27日     　第一回設立発起人会を農業会北部支所にて開催して、設立目論見書と事業予定計画、設立準備会等に
　　　　　　　　　　　ついて協議。発起人代表大沼小作氏（三日町）
　　　　　3月 3日　　設立準備会を山形市会議事所にて 483名出席で開催し、定款作成委員を選任し、設立目論見書を審議。
　　　　　　　　　　　議長大沼小作氏　副議長木村庄之助氏
　　　　  3月 14日　　第二回設立発起人会を開催し、定款作成委員会から提出された定款案、事業計画書案等、
　　　　　　　　　　　創立総会準備の一切を完了。
　　　　 3月 25日　　山形市農業協同組合の創立総会を正組合員総数 720名、出席者 666名（うち委任状出席 43名）で
　　　　　　　　　　　山形市立第四小学校講堂にて朝 9時より開催。
                                                         議長 大沼小作氏　副議長 中村元由氏　議事録署名人 高木好太郎氏 長橋儀三郎氏
                                                         決議事項　第一号　定款承認の件
                                                         第二号　事業計画書承認の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第三号　昭和 23年度経費の賦課徴収の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第四号　昭和 23年度における組合員に対してなす貸付最高限度額 50万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一組合員に対してなす貸付額の最高限度額 5万円）とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第五号　昭和 23年度内における本組合の借入額の最高限度を金 100万円とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第六号　組合員の農業会の出資金は農業協同組合の増資口数とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第七号　定款の軽易なる字句の修正は、定款作成委員会に一任する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第八号　国民貯蓄組合を組織する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　              以上の議案全部、原案どおり可決。

                                          続いて役員選挙が行われ、同日午後 7時開票の結果諸氏が当選した。
　　　　　　　　　　　　              理   事　斎藤金雄　　国井長治　　五十嵐栄助　山口和吉　尾関芳男　五十嵐勇祐
　　　　　　　　　　　　　　　                 佐藤清三郎　佐藤久太郎　細川栄一郎
　　　　　　　　　　　　              監   事　鈴木喜三郎　木村庄之助　尾形金一
　　　　  4月 12日付　山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第 35号）
　　　　  4月 14日　　第一回理事会開催　初代組合長山口和吉氏を選任する。
 　　　　　　　　　　  この理事会において、設立発起人代表大沼小作氏は、新組合長山口和吉氏に、
　　　　　　　　　　　農協設立に関する一切の業務の引き継ぎを行った。
　　　　  4月 27日　　山形市農業協同組合設立登記

設立発起人会から創立総会を経て発足まで

1.会場および日時         昭和 23年 7月 20日午後 2時より蚕糸業会館において。
2.正組合員総数　         738名中出席人数 458名
3.議      長　                 山口和吉氏
4.議事録署名人　         中村元由氏　結城英一氏
5.議      事
                 議案 1号　   定款一部変更の件（決定）
                                      1. 出資金口数 5口以上を 1口以上に訂正
                                       2. 出資一口の金額は金 100円とし全額一時払込みとする。
                  議案 2号　  収支予定計画一部変更の件（決定）
                  議案 3号　  賦課金徴収時期決定の件（8月、12月の二期徴収に決定）
                  議案 4号　  支所設置の件（市役所内指導部は中部事務所、北部支所を北部事務所と名称替決定）
                  議案 10号　規約設定の件（決定）
                  議案 13号　貯蓄組合規約審議の件（決定）
                  議案 15号　部落任意組合結成の件
                                      （農業会が法律で 8月14日を以て解散となる為、農事実行組合も 8月14日を
                                      以て解消になるので、それに替るべき部落組合を結成して、その名称をいかに
                                      すべきかについて議論のすえ、何々町何々実行組合とすることに決定。）

50
年
前
の
創
立
20
周
年
記
念
誌

「
山
形
市
農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
、

発
刊
に
あ
た
り

　
本
組
合
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
山
形
市

農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
公
布
さ
れ
、
翌

年
の
八
月
十
五
日
、
わ
が
農
協
が
発
足
し
て
二
十
カ
年
を
経
過
し

ま
し
た
。

　
発
足
が
終
戦
直
後
の
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
不
安
な
時
代

で
あ
っ
た
だ
け
に
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
村

の
経
済
の
民
主
化
を
実
現
す
る
と
い
う
使
命
に
も
え
て
、
組
合
員

と
役
職
員
が
一
体
に
な
っ
て
、
協
力
さ
れ
た
賜
物
と
し
て
、
都
市

農
協
と
し
て
名
実
共
に
県
下
に
名
を
成
す
ま
で
の
基
礎
の
確
立
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
立
派
な
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
の
施
設
は
、
時
代
に
即
応
し
て
多

く
の
事
業
が
農
協
運
動
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
役
割
は
大
き
く
、

成
果
も
ま
た
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
農
協

の
発
展
と
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
重
要
な
段
階
を
迎
え
、
我
々
は
、

組
合
員
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
と
い
う
責
務
の
重
大
性
を

痛
感
し
、
進
む
べ
き
道
の
方
途
に
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
て
邁
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
こ
に
二
十
年
の
歴
史
を
忍
び
顧
み
る
こ
と
も
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
、
今
後
の
飛
躍
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
、
事
業
推
進
に
身
を
挺
し
寝
食
を
忘
れ
て
活
動
さ
れ
た
関

係
各
位
と
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
発

刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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組
合
長
理
事
　
山
口 

和
吉

山形市農協が、創立総会を開き、山口組合長をトップとする役員を選任したが、問題は、新農協が実質的に事務的に
いかに事業をどの時点で実施してゆくか、という点であった。一方で、農業会がそのまま農協に移行することは、
農協の意識からも法の立前からもあり得ないが、しかし例えば信用事業という日常業務からして、いかにスムーズに
農業会から農協に移行するかという事務処理上の問題で、理事者は頭を悩ましたのである。
かくて、山形市農協は、山形市農業会より資産の譲渡を受け、みずみずしい抱負と決意に満ちて発足したのは
昭和 23年8月15日であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      　（山形市農協二十年の歩み　より抜粋）
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　創
立
70
周
年
を
迎
え
、
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
山
形

市
農
協
は
昭
和
23
年
４
月
12
日
付
で
山
形

県
よ
り
設
立
認
可（
農
協
第
35
号
）を
受
け
、

同
年
８
月
15
日
に
山
形
市
農
業
会
よ
り
資

産
の
譲
渡
を
受
け
て
発
足
し
ま
し
た
。
創

立
以
来
一
度
も
合
併
せ
ず
、
時
代
と
と
も

に
常
に
自
己
改
革
を
実
施
し
、
相
互
扶
助

に
基
づ
く
自
主
自
立
の
協
同
組
合
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
事
業
を
展
開
し
、

70
周
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
役

職
員
を
代
表
し
て
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
の
１
月
に
申
請
し
て
お
り

ま
し
た「
山
形
セ
ル
リ
ー
」の
地
理
的
表
示
・

Ｇ
Ｉ
の
登
録
が
４
月
９
日
に
第
62
号
と
し

て
認
定
さ
れ
、
４
月
11
日
に
は
農
水
省
に

て
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
70
周
年
の

節
目
に
記
念
す
べ
き
出
来
事
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
山
形
市
農
協
自
体
を

　

ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
く
、
役
職
員
一
同
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
協
同
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合
の
理
念
で
あ
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ま
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「
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万
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の
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万
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は
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」
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に
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と
し
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に
根
ざ
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」
の
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と
21
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紀
に
ふ

さ
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総
合
事
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を
展
開
し
な
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ら
、

先
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が
築
き
上
げ
た
山
形
市
農
協
を
更
に

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
協
同
の
成
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を
実
現
す
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に
、
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合
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の
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に
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サ
ー
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、
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に
農
協
の
使
命
を
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し
て
ま
い
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ま
す
の
で
、
山
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市
農

協
へ
の
積
極
的
な
参
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と
ご
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を
賜
り

ま
す
よ
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し
く
お
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い
申
し
上
げ
ま

す
。
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表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　大
山

　敏
弘

昭和22年 8月28日　　山形市農業会役員と農民組合幹部との、農業協同組合についての座談会を農業会北部支所において開催。
　　　　12月 27日　   市農業会役員全員、農業会北部支所において役員会を開催し、農業会解散事務、解散準備総会の開催など、
　　　　　　　　　　　万般遺漏なきよう万全を尽くすことを確認。
昭和23年 2月27日     　第一回設立発起人会を農業会北部支所にて開催して、設立目論見書と事業予定計画、設立準備会等に
　　　　　　　　　　　ついて協議。発起人代表大沼小作氏（三日町）
　　　　　3月 3日　　設立準備会を山形市会議事所にて 483名出席で開催し、定款作成委員を選任し、設立目論見書を審議。
　　　　　　　　　　　議長大沼小作氏　副議長木村庄之助氏
　　　　  3月 14日　　第二回設立発起人会を開催し、定款作成委員会から提出された定款案、事業計画書案等、
　　　　　　　　　　　創立総会準備の一切を完了。
　　　　 3月 25日　　山形市農業協同組合の創立総会を正組合員総数 720名、出席者 666名（うち委任状出席 43名）で
　　　　　　　　　　　山形市立第四小学校講堂にて朝 9時より開催。
                                                         議長 大沼小作氏　副議長 中村元由氏　議事録署名人 高木好太郎氏 長橋儀三郎氏
                                                         決議事項　第一号　定款承認の件
                                                         第二号　事業計画書承認の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第三号　昭和 23年度経費の賦課徴収の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第四号　昭和 23年度における組合員に対してなす貸付最高限度額 50万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一組合員に対してなす貸付額の最高限度額 5万円）とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第五号　昭和 23年度内における本組合の借入額の最高限度を金 100万円とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第六号　組合員の農業会の出資金は農業協同組合の増資口数とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第七号　定款の軽易なる字句の修正は、定款作成委員会に一任する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第八号　国民貯蓄組合を組織する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　              以上の議案全部、原案どおり可決。

                                          続いて役員選挙が行われ、同日午後 7時開票の結果諸氏が当選した。
　　　　　　　　　　　　              理   事　斎藤金雄　　国井長治　　五十嵐栄助　山口和吉　尾関芳男　五十嵐勇祐
　　　　　　　　　　　　　　　                 佐藤清三郎　佐藤久太郎　細川栄一郎
　　　　　　　　　　　　              監   事　鈴木喜三郎　木村庄之助　尾形金一
　　　　  4月 12日付　山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第 35号）
　　　　  4月 14日　　第一回理事会開催　初代組合長山口和吉氏を選任する。
 　　　　　　　　　　  この理事会において、設立発起人代表大沼小作氏は、新組合長山口和吉氏に、
　　　　　　　　　　　農協設立に関する一切の業務の引き継ぎを行った。
　　　　  4月 27日　　山形市農業協同組合設立登記

設立発起人会から創立総会を経て発足まで

1.会場および日時         昭和 23年 7月 20日午後 2時より蚕糸業会館において。
2.正組合員総数　         738名中出席人数 458名
3.議      長　                 山口和吉氏
4.議事録署名人　         中村元由氏　結城英一氏
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出
来
事
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
山
形
市
農
協
自
体
を

　

ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
く
、
役
職
員
一
同
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
協
同
組
合
の
理
念
で
あ
り
ま

す
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一

人
の
た
め
に
」
の
相
互
扶
助
精
神
に
基
づ

き
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
協
同
組
合
」
の
確
立
と
21
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、

先
人
が
築
き
上
げ
た
山
形
市
農
協
を
更
に

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
協
同
の
成
果

を
実
現
す
る
た
め
に
、
組
合
員
・
利
用
者

の
お
役
に
た
て
る
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
提
供
し
、
ひ
た
む
き
に
農
協
の
使
命
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
山
形
市
農

協
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　大
山

　敏
弘

昭和22年 8月28日　　山形市農業会役員と農民組合幹部との、農業協同組合についての座談会を農業会北部支所において開催。
　　　　12月 27日　   市農業会役員全員、農業会北部支所において役員会を開催し、農業会解散事務、解散準備総会の開催など、
　　　　　　　　　　　万般遺漏なきよう万全を尽くすことを確認。
昭和23年 2月27日     　第一回設立発起人会を農業会北部支所にて開催して、設立目論見書と事業予定計画、設立準備会等に
　　　　　　　　　　　ついて協議。発起人代表大沼小作氏（三日町）
　　　　　3月 3日　　設立準備会を山形市会議事所にて 483名出席で開催し、定款作成委員を選任し、設立目論見書を審議。
　　　　　　　　　　　議長大沼小作氏　副議長木村庄之助氏
　　　　  3月 14日　　第二回設立発起人会を開催し、定款作成委員会から提出された定款案、事業計画書案等、
　　　　　　　　　　　創立総会準備の一切を完了。
　　　　 3月 25日　　山形市農業協同組合の創立総会を正組合員総数 720名、出席者 666名（うち委任状出席 43名）で
　　　　　　　　　　　山形市立第四小学校講堂にて朝 9時より開催。
                                                         議長 大沼小作氏　副議長 中村元由氏　議事録署名人 高木好太郎氏 長橋儀三郎氏
                                                         決議事項　第一号　定款承認の件
                                                         第二号　事業計画書承認の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第三号　昭和 23年度経費の賦課徴収の件
　　　　　　　　　　　　　　　　第四号　昭和 23年度における組合員に対してなす貸付最高限度額 50万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一組合員に対してなす貸付額の最高限度額 5万円）とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第五号　昭和 23年度内における本組合の借入額の最高限度を金 100万円とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第六号　組合員の農業会の出資金は農業協同組合の増資口数とする件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第七号　定款の軽易なる字句の修正は、定款作成委員会に一任する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　第八号　国民貯蓄組合を組織する件。
　　　　　　　　　　　　　　　　              以上の議案全部、原案どおり可決。

                                          続いて役員選挙が行われ、同日午後 7時開票の結果諸氏が当選した。
　　　　　　　　　　　　              理   事　斎藤金雄　　国井長治　　五十嵐栄助　山口和吉　尾関芳男　五十嵐勇祐
　　　　　　　　　　　　　　　                 佐藤清三郎　佐藤久太郎　細川栄一郎
　　　　　　　　　　　　              監   事　鈴木喜三郎　木村庄之助　尾形金一
　　　　  4月 12日付　山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第 35号）
　　　　  4月 14日　　第一回理事会開催　初代組合長山口和吉氏を選任する。
 　　　　　　　　　　  この理事会において、設立発起人代表大沼小作氏は、新組合長山口和吉氏に、
　　　　　　　　　　　農協設立に関する一切の業務の引き継ぎを行った。
　　　　  4月 27日　　山形市農業協同組合設立登記

設立発起人会から創立総会を経て発足まで

1.会場および日時         昭和 23年 7月 20日午後 2時より蚕糸業会館において。
2.正組合員総数　         738名中出席人数 458名
3.議      長　                 山口和吉氏
4.議事録署名人　         中村元由氏　結城英一氏
5.議      事
                 議案 1号　   定款一部変更の件（決定）
                                      1. 出資金口数 5口以上を 1口以上に訂正
                                       2. 出資一口の金額は金 100円とし全額一時払込みとする。
                  議案 2号　  収支予定計画一部変更の件（決定）
                  議案 3号　  賦課金徴収時期決定の件（8月、12月の二期徴収に決定）
                  議案 4号　  支所設置の件（市役所内指導部は中部事務所、北部支所を北部事務所と名称替決定）
                  議案 10号　規約設定の件（決定）
                  議案 13号　貯蓄組合規約審議の件（決定）
                  議案 15号　部落任意組合結成の件
                                      （農業会が法律で 8月14日を以て解散となる為、農事実行組合も 8月14日を
                                      以て解消になるので、それに替るべき部落組合を結成して、その名称をいかに
                                      すべきかについて議論のすえ、何々町何々実行組合とすることに決定。）

50
年
前
の
創
立
20
周
年
記
念
誌

「
山
形
市
農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
、

発
刊
に
あ
た
り

　
本
組
合
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
山
形
市

農
協
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
協
同
組
合
法
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
公
布
さ
れ
、
翌

年
の
八
月
十
五
日
、
わ
が
農
協
が
発
足
し
て
二
十
カ
年
を
経
過
し

ま
し
た
。

　
発
足
が
終
戦
直
後
の
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
不
安
な
時
代

で
あ
っ
た
だ
け
に
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
村

の
経
済
の
民
主
化
を
実
現
す
る
と
い
う
使
命
に
も
え
て
、
組
合
員

と
役
職
員
が
一
体
に
な
っ
て
、
協
力
さ
れ
た
賜
物
と
し
て
、
都
市

農
協
と
し
て
名
実
共
に
県
下
に
名
を
成
す
ま
で
の
基
礎
の
確
立
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
立
派
な
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
の
施
設
は
、
時
代
に
即
応
し
て
多

く
の
事
業
が
農
協
運
動
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
役
割
は
大
き
く
、

成
果
も
ま
た
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
農
協

の
発
展
と
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
重
要
な
段
階
を
迎
え
、
我
々
は
、

組
合
員
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
と
い
う
責
務
の
重
大
性
を

痛
感
し
、
進
む
べ
き
道
の
方
途
に
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
て
邁
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
こ
に
二
十
年
の
歴
史
を
忍
び
顧
み
る
こ
と
も
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
、
今
後
の
飛
躍
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
、
事
業
推
進
に
身
を
挺
し
寝
食
を
忘
れ
て
活
動
さ
れ
た
関

係
各
位
と
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
発

刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
長
理
事
　
山
口 

和
吉

山形市農協が、創立総会を開き、山口組合長をトップとする役員を選任したが、問題は、新農協が実質的に事務的に
いかに事業をどの時点で実施してゆくか、という点であった。一方で、農業会がそのまま農協に移行することは、
農協の意識からも法の立前からもあり得ないが、しかし例えば信用事業という日常業務からして、いかにスムーズに
農業会から農協に移行するかという事務処理上の問題で、理事者は頭を悩ましたのである。
かくて、山形市農協は、山形市農業会より資産の譲渡を受け、みずみずしい抱負と決意に満ちて発足したのは
昭和 23年8月15日であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      　（山形市農協二十年の歩み　より抜粋）
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４
月
４
日（
水
）本
店
に
て
、
平
成
30
年
度
わ
か

ば
の
会
連
絡
協
議
会
役
員
（
各
支
店
わ
か
ば
の
会

三
役
）
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

交
付
後
、
今
年
度
の
連
絡
協
議
会
の
会
長
・
副

会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

会　

長
：
細
川　

秀
（
東　

鉄
）

副
会
長
：
結
城
繁
雄
（
上
町
４
）

連
絡
協
議
会
役
員
に

　
　
　
　
委
嘱
状
交
付

 平成30年度　JA山形市わかばの会 役員名

 平成30年度　わかばの会役員（実行組合長名）

 横宿上 櫻　井　祥　二
 横宿下 國　井　誠　市
 南　部 會　田　和　夫
 中　部 伊　藤　義　一
 北　部 田　所　善　弘
 共　栄 井　上　晴　雄
 榊 長　岡　重　芳
 宮 高　橋　一　博
 皆川１ 斉　藤　亮　一
 皆川２ 川　村　啓　造
 肴町１ 鹿　野　幸　一
 肴町２ 斎　藤　良　一
 坂の上 草　苅　栄　一
 西　部 石　川　正　壽
 地蔵町 高　橋　　　弘
 諏訪町 佐　藤　邦　彦

地区 実行組合 実行組合長
 上町１ 早　坂　　　隆
 上町２ 山　口　　　正
 上町３ 結　城　恒　治
 上町４ 結　城　繁　雄
 上町５ 山　口　善　次
 上町６ 井　上　秀　一
 上町７ 小　松　孝　志
 五日町 大　山　幸　治
 西　鉄 伊　藤　俊　則
 椹　鉄 志　鎌　芳　仁
 中鉄１ 鈴　木　伊　蔵
 中鉄２ 石　岡　浩　明
 東　鉄 中　野　政　美
 三日町 吉　野　忠　治

地区 実行組合 実行組合長

46実行組合

 七日町 浅　野　　　孝
 小白川１ 堤　　　紘　佶
 小白川２ 三　浦　　　元
 小白川３ 長　橋　一　郎
 小白川４ 荒　井　文　雄
 延　命 高　木　英　二
 観音上 大　築　義　雅
 観音下 五十嵐　清　一
 御　組 齋　藤　仁　一
 片　平 永　野　輝　雄
 番　匠 黒　沼　　　豊
 竹上１ 佐々木　竹　己
 竹上２ 髙　木　博　光
 竹寿上 五十嵐　　　茂
 竹寿下 大　山　正　幸
 城　西 鈴　木　　　孝

地区 実行組合 実行組合長

北山形

小白川

小白川

上　町

美　畑下　条

会長
長　岡　重　芳
副会長
斉　藤　亮　一
会計
川　村　啓　造
監事
石　川　正　壽

北 山 形
会長
佐　藤　正　義
副会長
山　口　貴　志
会計
佐　藤　直　樹
監事
浅　野　　　孝

小 白 川
会長
永　野　輝　雄
副会長
大　築　義　雅
会計
齋　藤　仁　一
監事
五十嵐　　　茂

下　条
会長
結　城　繁　雄
副会長
山　口　　　正
会計
大　山　幸　治
監事
小　松　孝　志

上　町
会長
細　川　　　秀
副会長
堀　江　四　郎
会計
石　岡　庄二郎
監事
伊　藤　俊　則

美　畑
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わかばの会　行  事  予  定
  北山形支店
・６月上旬 親善ゴルフコンペ
・６月12日（火） 第70回JA山形市通常総会
・６月下旬 青空教室（水稲生育検討会）
・７月上旬 ボウリング＆ビアパーティー
・９月中旬 研修旅行

・10月13日（土） 新米イベント
・11月30日（金） 新そばとセルリーの会
・12月中旬 次世代交流会
・12月下旬 フラワーアレンジメント講習会
・３月 わかばの会総会

  小白川支店
・５月下旬　 ゴルフコンペ　  
・６月12日（火） 第70回JA山形市通常総会
・６月中旬 転作現地確認　  
・７月中旬　　 ビアパーテイ　  
・９月～10月　 研修旅行
・10月14日（日） 新米イベント

・11月中旬 新そば賞味会　  
・12月下旬 フラワーアレンジ講習会
・３月中旬 わかばの会総会 
 （全　  期） エコキャップ回収運動  
 （全　  期） 緑の募金活動  

  下条支店
・５月下旬 米出荷関係　  
・６月12日（火） 第70回JA山形市通常総会　
・６月中旬 転作現地確認　  
・７月６日（金） 親善ゴルフコンペ　
・７月20日（金） ビアパーティ
・10月13日（土） 新米イベント

・11月９日（金） 親睦旅行
・12月７日（金） 新蕎麦を楽しむ会
・12月25日（火） フラワーアレンジメント講習会
・３月15日（金） わかばの会総会

  上町支店
・５月下旬 米出荷座談会
・６月上旬 転作現地確認
・６月上旬 ゴルフコンペ 
・６月12日（火） 第70回JA山形市通常総会
・７月下旬 ビアパーティー

・10月13日（土） 新米イベント
・11月中旬 役員研修旅行
・11月下旬 新そば賞味会
・２月上旬 ボウリング大会
・３月中旬 わかばの会総会

  美畑支店
・５月30日（水） 手作り味噌講座
・６月12日（火） 第70回JA山形市通常総会
・６月中旬 転作現地確認
・６月27日（水） ゴルフコンペ
・７月20日（金） ボウリング＆ビアパーティ

・10月５日（金） 第６回研修旅行
・10月14日（日） 新米イベント
・11月16日（金） 新そば賞味会
・３月15日（金） わかばの会総会
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総務部関係 ･････････････････････････････････････････････････････････････････
質問１ 政府で言うところの専門農協でなく、総合農協が今後も必要とされるのではないか。
回  答 職能組合の専門農協ではなく、組合員に役立つ総合農協として今後も地域に根ざし

た事業を行っていきたい。
質問２ 正組合員と准組合員の違いを教えてほしい。
回  答 農協の定款では10a以上かつ90日以上の農業従事が正組合員の基準で、所有、借地

は条件ではありません。また、正組合員は総会で議決権が有るのに対し、准組合員はそ
れがありません。

質問３ 自己改革に関するアンケートの目的と趣旨を知りたい。
回  答 政府が求める農業・農協改革における、准組合員の農協利用の必要性と農協が組合

員から支援されているかを数字化するためのアンケート。
質問４ 今年度３カ月を残してかなり経常利益が出ているようだが計画が甘いのではないか。
 もしくは、予想外の収益があったのか。これだけの利益があるならば組合員へ還元が

あってもいいのではないか。
回  答 協同組合は非営利組織であり平成27年度の総会で決議した五カ年計画に基づいて

計画をしている。収益については組合員・利用者の協同の成果が数字に表れており、
結果的に剰余金の確保につながった。来年度は設立70周年なので理事会で特別配
当金などを検討したい。

意見１ 政府与党へしっかり意見して、農協経営に切磋琢磨して欲しい。
回  答 これまでも、これからも、しっかり意見を述べ訴えていきたい。

金融部関係 ･････････････････････････････････････････････････････････････････
質問１ 市民後見制度は、職員個人が後見人になるということなのか。
回  答 農協が法人後見人となりたかったが、信用事業と利益相反するとの理由で難しい。
 職員が後見人となるのではなく、職員教育の一環として後見人の研修を受講し、よりき

め細やかなサービス提供に努めたい。
質問２ マイナス金利で農協信用事業の収益確保が今後どうなるか。
回  答 当組合においては信用・共済のみならず不動産の管理業務・相続トータルサービス・健

康福祉事業といった総合事業により、農業を基本とするが、収益構造の多様化図る事
業を引き続き行っていく。

経済部関係 ･････････････････････････････････････････････････････････････････
質問１ JGAPは、セルリー団地で認証を受けるのか。いつごろまで認証を受け、今後他の作

物もこのGAPを利用する展望なのか。また、個人にも認証を勧めていくのか。
回  答 今年の８月～９月中にセルリー部会で団体認証を受けたい。JGAP認証には120項目の

課題をクリアする必要があり、一斉に皆が認証を受けるのは困難。強制は出来ないが、
時間を掛けて広げていきたい。

質問２ 収入保険制度の財源はどこから捻出されるのか。
回  答 国と加入者の掛金と加入者の積立部分から捻出される。
質問３ 収入保険制度に加入する場合、青色申告は必須条件か。また、水稲共済の加入も必須か。
回  答 収入保険制度に加入する場合、青色申告は必須です。水稲共済の加入は今後は任

意加入になる予定です。
質問４ 雪若丸について、今後の取扱は。増やす予定なのか。
回  答 カントリーでも利用可能となります。今後は従来通りのはえぬき、つや姫は引続き扱い、雪

若丸の消費動向の検討をし、３本柱で展開していく予定です。

不動産部関係 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････
質  問 平成29年度のアパート新築件数と、30年度の予定は。
回  答 29年度は62世帯、30年度今現在の決定分は一棟で９世帯。現在は解体相談が多く、

昨年は50件。

ジャオ関係･･･････････････････････････････････････････････････････････････････
質  問 今年は寒い日が多いが燃料が高いので、組合員に還元する等、考慮してくれないか。
回  答 消費者団体と相談しながらかなり価格は抑えているが全体的に高騰していることは否

めない。但し、農業用の燃料は今年の異常な寒さの為、対応を検討します。

座談会開催
平成29年度座談会の主な質問と回答

北山形支店

小白川支店

下条支店

上町支店

美畑支店
座談会出席状況 （　）は左28年度・右27年度

 地　区 戸数 出席者（人） 出席率（％）
北山形支店
小白川支店
下条支店
上町支店
美畑支店
合　　計

178
103
146
117
106
650

43（27・54）
31（28・24）
34（38・38）
28（26・31）
28（30・27）
164（149・174）

24.2（15.2・30.3）
30.1（27.5・23.5）
23.3（25.9・25.7）
23.9（22.2・26.5）
26.4（28.3・25.5）
25.2（22.9・26.7）
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３
月
15
日（
木
）〜
23
日（
金
）

に
か
け
て
、各
支
店
で
わ
か
ば
の

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
の
進
行
に
よ
り
全
議
案

・
３
月
23
日（
金
）　

午
後
６
時
〜

・
参
加
人
数
：
46
名（
組
合
員
38
名
）

　　

総
会
で
は
、30
年
度
の
行
事
や
旅

行
先
の
提
案
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

北
山
形
支
店

わ
か
ば
の
会
総
会

一
年
の
締
め
く
く
り

・
３
月
15
日（
木
）午
後
５
時
30
分
〜

・
参
加
人
数
：
54
名（
組
合
員
45
名
）

・
議
長
：
佐
々
木
弘
一
会
長（
御
組
）

　 

総
会
後
は
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー

ド
で
懇
親
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

下
条
支
店

・
３
月
16
日（
金
）　

午
後
５
時
〜

・
参
加
人
数
：
40
名（
組
合
員
45
名
）

　　

総
会
後
の
懇
親
会
は
、一
年
の
締
め

括
り
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
賑

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
町
支
店

・
３
月
20
日（
火
）午
後
５
時
30
分
〜

・
参
加
人
数
：
39
名（
組
合
員
31
名
）

　　

事
業
報
告
や
、平
成
30
年
度
の
事

業
計
画
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

美
畑
支
店

・
３
月
16
日（
金
）　

13
時
30
分
〜

・
参
加
人
数
：
36
名（
組
合
員
31
名
）

　　
「
パ
ト
ロ
ー
ル
４
」に
よ
る
女
優
の

方
々
よ
り
、悪
徳
販
売
防
止
の
寸
劇

が
あ
り
ま
し
た
。

小
白
川
支
店

が
承
認
さ
れ
、総
会
終
了
後
の

懇
親
会
で
は
、一
年
の
締
め
く
く

り
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
白
川
支
店
で
は
総

会
前
に
、山
形
市
消
費
者
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
４
名
で
結
成
し
て
い
る

「
パ
ト
ロ
ー
ル
４
」に
よ
る
悪
徳
販

売
防
止
の
寸
劇
を
鑑
賞
し
、は
っ

き
り・き
っ
ぱ
り・い
ら
ね
ず
の
う

た
を
合
唱
し
詐
欺
に
遭
わ
な
い

様
に
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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３
月
22
日（
木
）ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
の

第
42
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
は
各
専
門
部

の
部
長
に
よ
り
組
織
さ
れ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
平
成
29
年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算
報
告
、平
成
30
年
度

の
事
業
計
画
、収
支
予
算
等
の
全
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
今
年
、セ
ル
リ
ー
部
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
団
体
認
証
を
取
得
す
べ
く

研
修
を
始
め
て
い
る
が
、野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
の
各
部
会
で
も
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
団
体
認
証
を
受
け
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
も
含
め
て
、今
後
検
討
し
て

行
く
こ
と
で
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
14
日（
水
）、板
垣
喜
一
郎
さ
ん（
三
日
町
）の
さ
く
ら
ん
ぼ
園
地
に
お

い
て
、山
形
県
村
山
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
業
技
術
普
及
課
の
鈴
木

雅
満
指
導
員
を
講
師
に
招
き
、剪
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。良
い
さ

く
ら
ん
ぼ
を
生
産
す
る
た
め
に
も
剪
定
は
大
切
で
、主
枝
を
見
極
め
て
剪

定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

剪
定
講
習
会
後
、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン

ト
や
安
全
使
用
等
に
係
る
研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
薬
の
ラ
ベ
ル
は
必
ず
読
み
、安
全
か
つ
効
果
的
に
使
用
す
る
、ま
た
、古

い
農
薬
は
成
分
が
変
わ
っ
て
い
る
事
も
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
よ
う
に
す
る

事
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、第
40
回
定
期
総
会
が
開
会
さ
れ
、平
成
29
年
度
の
事
業
お
よ
び

収
支
決
算
報
告
や
、平
成
30
年
度
の
事
業
計
画・収
支
予
算
等
の
す
べ
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
13
日（
火
）、フ
リ
ー
ジ
ア
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お
い
て
花
き
園
芸
専
門
委
員
会
フ
リ
ー
ジ
ア
部
の

目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
長
の
逸
見
孝
志
さ
ん（
上
町
４
）よ
り
切
り
前
や
出
荷
規
格
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、生
産
者
同
士
が
出
荷
基
準
に
つい
て
統
一を
図
り
ま
し
た
。

当
農
協
の
フ
リ
ー
ジ
ア
は
、こ
の
よ
う
な
部
会
の
取
り
組
み
に
よ
り
市
場
関

係
者
か
ら
非
常
に
評
価
が
高
く
、北
海
道
か
ら
京
浜
地
区
へ
４
月
中
旬
ま

で
約
15
万
本
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
者

○
村
山
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
専
門
員 

堀　

由
紀
子　

○
全
農
山
形
県
本
部
園
芸
部
園
芸
販
売
課 
中
村　

信
昭

出席者 会　長　大山　幸治さん（五日町）食用菊部長
 副会長　長谷川裕一さん（横宿上）きゅうり部長
 副会長　高橋　安夫さん（御　組）ミニトマト部長
 監　事　会田　和夫さん（南　部）セルリー部長
 監　事　五十嵐　昇さん（竹寿上）温室メロン部長
 来　賓　森 谷 専 務

平
成
29
年
度
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
総
会

第
42
回
定
期
総
会

果
樹
園
芸
専
門
委
員
会
総
会

剪
定
講
習
会
も
開
催

フ
リ
ー
ジ
ア
出
荷
目
揃
い
会

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
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３
月
20
日（
火
）、山
形
テ
ル
サ
に
お
い
て
生
協
共
立
社
主
催
に
よ
る「
第

８
回
産
直
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
交
流
会
は
、生
協
共
立
社

の
組
合
員
や
役
職
員
と
生
産
者
が
交
流
し
な
が
ら
、未
来
へ
繋
が
る
持
続

的
な
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、多
数
の
参
加
者
が
集
ま
る
全
交
流
会
に
お
い
て
、当
農
協
の
佐

藤
常
務
が「
山
形
セ
ル
リ
ー
特
産
野
菜
の
生
産
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
の

取
組
み
」と
題
し
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。関
係
者
か
ら
は
、「
今
後
も

生
協
と
農
協
が一
体
と
な
っ
て
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」と
い
う
励
ま

し
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

生
協
共
立
社
と
は
、「
山
形
セ
ル
リ
ー
農
業
み
ら
い
基
地
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」発
足
当
初
よ
り
提
携
し
て
お
り
、更
に
東
北
６
県
全
て
の
生
協
グ
ル
ー

プ
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、販
売
提
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
14
日（
水
）、新
庄
市
に
あ
る
山
形
県
立
農
林
大
学
校
に
お
い
て
、

「
農
業
法
人
と
農
林
大
学
校
と
の
就
職
相
談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
は
、農
業
法
人
等
と
学
生
が
面
談
を
通
じ
て
、学
生
の
円
滑

な
就
業
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
農
協
関
係
か
ら
は
、株
式
会
社
竹
寿
耕
友
会（
代
表
取
締
役
社
長　

鈴

木
政
美・肴
町
１
）と
新
規
就
農
者
募
集
の
山
形
セ
ル
リ
ー
団
地（
農
業
み

ら
い
基
地
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
参
加
し
ま
し
た
。近
年
、農
林
大
学
校
は

非
農
家
出
身
の
学
生
が
増
え
て
お
り
、卒
業
後
は
農
業
法
人
へ
の
就
職
や

新
規
就
農
を
希
望
す
る
学
生
も
多
く
、今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通

じ
て
広
く
地
域
農
業
を
支
え
る
人
材
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
３
月
６
日（
火
）、パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
に
お
い
て「
平
成
30
年
産
雪

若
丸
生
産
組
織
登
録
証
交
付
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。席
上
、山

形
県
の
生
産
者
を
代
表
し
て
当
農
協
の『
Ｊ
Ａ
山
形
市「
雪
若
丸
」研

究
会
』逸
見
孝
志
会
長（
上
町
４
）が
吉
村
知
事
か
ら
登
録
証
を
受
け

取
り
、「
品
質
が
良
く
、お
い
し
い
雪
若
丸
を
作
り
ま
す
」と
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、平
成
30
年
産「
つ
や
姫
」生
産
者
認
定
証
交
付
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

生
協
共
立
社　
第
８
回
産
直
交
流
会

山
形
セ
ル
リ
ー
の
取
り
組
み
を
報
告

農
林
大
学
校
生
と
の
就
職
相
談
会

地
域
農
林
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

雪
若
丸
生
産
組
織
登
録
証
交
付
式

J
A
山
形
市
雪
若
丸
研
究
会
が
代
表
し
て
登
録
証
を
受
け
る
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３
月
12
日（
月
）〜
14
日（
水
）、20
日（
火
）〜
23
日（
金
）に
か
け
３
日
間
ず
つ
、

平
成
30
年
度
に
入
組
す
る
新
採
職
員
３
名
を
対
象
に
農
業
体
験
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
花
き
」と「
山
形
セ
ル
リ
ー
」の
２
班
に
分
か
れ
、研
修
を
実
施
。「
花
き
」農
家

の
武
田
広
樹
さ
ん（
片
平
）方
で
は
、ポ
ッ
ト
に
土
を
詰
め
た
り
、マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な

ど
の
苗
を
ポ
ッ
ト
に
定
植
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
山
形
セ
ル
リ
ー
」農
家
の
会
田
和
夫
さ
ん（
南
部
）方
で
は
、苗
の
定
植
や
、ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
な
ど
の
補
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。作
業
の
合
間
に
、

会
田
さ
ん
よ
り「
栽
培
を
始
め
た
20
、30
代
に一
番
勉
強
し
、自
ら
勉
強
し
て
得
た

知
識
は
定
期
貯
金
と
同
じ
で
、減
ら
な
い・少
し
ず
つ
で
も
増
え
て
い
く
」と
激
励

を
い
た
だ
き
、研
修
生
は
大
き
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

　

当
農
協
で
は
、職
員
と
し
て
農
業
の
現
場
を
肌
で
感
じ
、資
質
向
上
を
図
る

た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
農
業
研
修

実
際
に
農
業
を
体
験
す
る

 

・渡邉岳之職員
　　セルリーの苗の定植と肥料を撒く作業を体験しました。手作業とい
うことで大変な作業でしたが、農業の大切さを体験することができま
した。定植をしたセルリーが育って出荷されるのが楽しみです。

●新規採用職員からの感想

ハ
ウ
ス
の
補
修
方
法
を
教
わ
る

渡
邉
職
員
と
佐
藤
職
員

・佐藤駿介職員
　　主にセルリーの定植とお世話を経験させていただきました。１つ１つ
の仕事を丁寧にされていることがわかり、改めて大変さを実感しまし
た。学んだことをこれからの業務に活かしたいと思います。

・村山舞桜職員
　　農業は実際に取り組んでみなければわからないことがまだまだたく
さんあることに気づかされました。農家の方々と共に、より良い社会
を築いていきたいです。

ハ
ウ
ス
を
補
修
す
る
渡
邉
職
員

ポ
ッ
ト
に
苗
を
植
え
る
村
山
職
員

平成30年
　３月12日（月） 第２回JGAP団体認証に向けた圃場点検の実施
　３月13日（火） 平成29年園芸大規模集積団地整備支援事業の村
　　　　　　　　 山総合支庁による完成検査
　３月14日（水） 農業法人と農林大学校生との就職相談会へ参加
　　　　　　　  （相談者５名）
　３月20日（火） 生協共立社主催による第８回産直交流会

　３月26日（月） 「山形セルリー」地理的表示（GI）保護制度の意
　　　　　　　　 見書提出期間終了
　３月27日（火） 第３回JGAP団体認証に向けた圃場点検の実施
　２月29日（木） 山形県立農林大学校生による団地視察（２名）
　３月30日（金） 「山形セルリー」地理的表示登録に係る学識経験
　　　　　　　　 者委員会の開催
　４月 9日（月） GI（地理的表示）登録第62号
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後
継
者
育
英
助
成
制
度
に
基
づ
き
、
今
年
も
小
学
校
へ
入
学
す
る
11
名

の
児
童
に
、
１
万
円
の
図
書
券
と
子
供
向
け
月
刊
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
４
月

号
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

小
白
川
支
店
の
齊
野
支
店
長
が
、
古

川
秀
子
さ
ん
（
小
白
川
１
）
宅
を
訪
れ
、

新
一
年
生
に
な
る
孫
の
莉
愛
さ
ん
に
図

書
券
と
ち
ゃ
ぐ
り
ん
本
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

当
農
協
で
は
平
成
５
年
か
ら
後
継
者

育
英
助
成
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
５
９
６

名
の
方
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

後
継
者
育
英
助
成

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
期
待

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
食
農
教
育
等
の
取
組
み
を
実
践
す
る
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教

育
応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
食
・
環
境
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し
」
を
制
作
し
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
か
ら
全
国
の
小
学
校

（
５
年
生
を
中
心
と
す
る
高
学
年
）
へ
贈
呈
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
・
写
真
・
グ
ラ
フ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
な
が
ら
総
合
的
に
学
習
す
る
こ
と
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

多
面
的
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
山
形
県
の
小
学
校
・
特
別
支
援
学

校
に
１
２
，５
２
１
部
の
教
材
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

『
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
』
寄
贈

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
の
補
助
教
材

　
３
月
27
日
（
火
）
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町
で
、
デ
ュエ
ッ
ト
に
よ
る
「
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
約
30
人
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

歌
い
手
に
山
形
オ
ペ
ラ
協
会
員
の
真
下
裕
子
さ
ん
と
大
沼
麻
子
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
演
奏
者
に
佐
藤
開
生
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
土
屋
純
郎
さ
ん
は
、
元
公
立
中
学
校
の
音
楽
教
諭
で
、
教
え
子

の
大
沼
さ
ん
が
「
是
非
、
先
生
の
前
で
歌
を
披
露
し
た
い
」
と
の
声
を
き
っ
か

け
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
歌
メ
ド
レ
ー
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
、
あ
ざ
み
の
歌

を
は
じ
め
、
土
屋
さ
ん
が
山
形
県
教
育
庁
に
依
頼
さ
れ
作
詞
・
作
曲
を
し
た「
こ

こ
ろ
に
え
く
ぼ
」
な
ど
10
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

土
屋
さ
ん
は
「
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
も
ら
い
大
変
感
謝
し
て
い

る
」「
と
て
も
感
動
し
た
。
こ
の
歌
を
是
非
み
ん
な
に
広
め
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
響
き
渡
る
見
事
な
歌
声
に
感
動
し
、
口
ず
さ
ん
だ
り
、
涙
を
流
す
入
居
者
も
見
受
け
ら
れ
、
最
後

に
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
、
定
番
の
「
故
郷
」
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
終
了
し
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町『
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
』

透
き
通
る
歌
声
が
会
場
を
包
む

保護者・児童の方から、ＪＡ山形市へ心温まるメッセージをいた
だきましたので、一部ご紹介いたします。

●北山形支店　　保護者：浦山和彦さん　児童：優那さん
　　しょうがっこうにはいったらさんすうとかんじをがんばりたいです。
　　おいわいありがとうございます。　

●小白川支店　　保護者：古川秀樹さん　児童：莉愛さん
　　この度は娘の入学祝いを頂きまして誠にありがとうございます。
　いつも共済の件で大変お世話になっております。今後とも宜しくお願い致します。

●下条支店　　保護者：加藤宏樹さん　児童：徠琉さん
　　入学祝いありがとうございます。
　　ＪＡさんの方には日頃よりお世話になっております。長男の徠琉はおじい
ちゃんにくっついて、よく田んぼに行き、おじいちゃんの運転するトラクター
や田植え機に同乗して、農業の方にも興味があるようで楽しくついて行きます。

　　将来農家としてお世話になると思いますので、これからもよろしくお願いい
たします。

●上町支店　　保護者：結城慎治さん　児童：宏哉さん
　　いつもお世話になっております。この度は入学祝いをいただきありがとうご
ざいました。息子も大変喜んでおり、色々な本を読ませて子供の興味を刺激
してあげたいと思います。本当にありがとうございました。

●美畑支店　　保護者：田中賢一さん　児童：愛理さん
　　おいわい、ありがとうございました。まいにちおいしくごはんをたべて、げ
んきにしょうがっこうにいきます。

↑ちゃぐりんを受け取る莉愛さん
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３
月
９
日（
木
）、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
「
人
形
供
養
祭
」
で
の
供
養
料
と
し
て
お
預
か
り

し
た
お
金
を
購
入
費
用
に
充
て
、
市
内
の
保
育
園
で
使
用
す
る
遊
具
を
山
形
市
へ
寄
贈
し
ま
し

た
。
当
農
協
の
大
山
組
合
長
、Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
の
板
垣
平
治
郎
組
合
長
、
全
農
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

山
形
落
合
規
幸
社
長
が
同
席
し
、
佐
藤
孝
弘
山
形
市
長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
人
形
供
養
祭
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
総
合
葬
祭
場
「
や
す
ら
ぎ
山
形
ホ
ー
ル
」・「
や

す
ら
ぎ
嶋
ホ
ー
ル
」
で
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
受
け
付
け
し
、
安
ら
か
な
旅
立
ち
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
今
回
で
14
回
目
と
な
り
ま
す
。・あこや保育園（山形市）

　　大型２人乗り三輪車・ＭＫ…………………………………１台
　　ターボ三輪車（赤）…………………………………………３台

・早苗保育園（山形市）
　　ままごとキッチン３台セット ………………………………２組

人
形
供
養
祭
の
善
意
を
山
形
市
へ
寄
贈

保
育
園
へ
遊
具
を
寄
贈

春
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン・ア
パ
ー
ト・戸
建
紹
介

完
成
前
か
ら
満
室
の
大
人
気
シ
リ
ー
ズ
！

賃貸マンションＭシリーズ
■ ラ フェリオＭ  NORTH・SOUTH
　場所：五日町
　部屋のタイプ
　　NORTH 1LDK×３世帯、
　　　　　　2LDK×６世帯
　　SOUTH 1LDK×３世帯、
　　　　　　2LDK×６世帯
　　ウォークインクローゼット付で
　　広々収納☆

賃貸戸建シリーズ和
■ 城西町４丁目戸建シリーズ和
　場所：城西町４丁目
　部屋のタイプ
　　2LDK×３世帯
　　オール電化・
　　LDKに床暖房設置☆

■ 宮町４丁目戸建シリーズ和
　場所：宮町４丁目
　部屋のタイプ
　　3LDK×１世帯
　　オール電化・
　　広々占有スペース☆

■ ベレオ　コンフォート
　場所：あこや町３丁目
　部屋のタイプ
　　1LDK×６世帯、
　　2LDK×６世帯
　　オール電化・浴室テレビ付

寄贈先・寄贈物品
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３
月
末
で
退
職
し
た
舟
橋
昌
信
さ
ん
（
前
総
務
部
長
）
へ
、
長

年
組
合
員
の
事
業
及
び
生
活
に
貢
献
し
、
農
協
の
発
展
へ
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
対
し
大
山
組
合
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

定
年
退
職
後
、
再
雇
用
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
有
澤
百
合
子
さ
ん

（
本
店
金
融
部
融
資
課
）、
武
田
正
幸
さ
ん
（
経
済
部
農
業
振
興
課
）

は
契
約
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

退
職
者
へ
感
謝
状

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

平成30年度  人事異動
平成30年４月１日付

氏　　名

総務部長 小鹿　吉明

金融部次長（共済課長兼務） 片桐　義美

上町支店支店長 志田　恭一

不動産部次長 山口　真治

総務部総務課長兼審査課長 江口　保子

下条支店次長 菊地　孝明

北山形支店次長 寺岡　欣吾

小白川支店次長 鈴木　　章

不動産部不動産課長 古瀬　隼人

不動産部不動産センター所長代理 松田　成貴

金融部信用課長代理 結城　尚子

不動産部不動産課長代理 斎藤　健悟

総務部審査課長事務取扱代理 小嶋　美香

氏　　名

上町支店支店長代理 神保　拓也

経済部農業振興課（農業者経営支援） 吉田　　惇

不動産部不動産課 沼澤　祐人

金融営業店 松井香菜子

小白川支店 鈴木　淳平

不動産部不動産センター 長谷川詩織

美畑支店 中村　康二

美畑支店 高橋　采子

下条支店（新採） 渡邉　岳之

小白川支店（新採） 佐藤　駿介

金融部信用課（新採） 村山　舞桜

 有川　　明経済部農業振興課  兼金融部信用課
(農業者経営支援担当) (遺言信託統括)










